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イリユージョンをめぐる複雑な深層構造
-Eugene O'Neill のA Touch  of the Poet を中心に一
大 野 久 美
序論
現代アメリカ演劇の出発点として歴史的役割を果たした劇作家ユージン
・オニール (Eugen O'Ne il1， 1888.......1953) の作品分析には表現主義とフ
ロイト，ユング心理学，ニ}チェ哲学などからの視点が必要不可欠である。
本論で取り上げる A Touch 01 the Poet (以下 Poet と略す)はオニール後期
の作品で193 年から 1942 年に書かれ，オニールの死後， 1957 年に初演され
たものである o Poet のテーマは同じくオニール劇の終盤を迎える時期に
書かれた The Iceman Cometh (1946) (以下 Icem αn と略す)のテーマと
同じであると指摘されている o lcem αn を執筆した頃のオニールは，巨大
で富めるアメリカ合衆国の狭間の中で，一層人間の内なる魂の探求をする
ことに没頭する反面，それに疲れ果てていたようである o 彼は物質的なも
のが人聞を腐敗させ，そして自己を喪失させてゆく o このことがアメリカ
の悲劇に繋がると考え悩んでいた。アメリカの悲劇がその所有欲によって
起こったことを彼自身次のように言っている O
America ， instead of being the most sucesful coun 句T in the world ， is 
the greatest failure. Ifs the greatest failure becaus it was given evrything ， 
more 出an any other countrγ. .. .I ts main idea is 也at everlasting game of 
仕ying to poses your own soul by the posesion of something outside of 
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1c eman の舞台設定は1912 年の初夏となっている D 舞台となった酒場は
オニールが若い頃殆ど通いつめ，下宿したことのある場所である D ここに
は過去の栄光と明日への夢に鎚りっき，酒に酔いしれている人生の敗北者
になろうとしている人々が集まっている O
Poet の登場人物も彼らの真の自己，アイデンテイティーを直視できず，
幻の過去の栄光にしがみつき，イリュージョンを生きる糧としている O
舞台設定は1828 年 7月27 日の朝から真夜中まで，場所はボストンから数マ
イル離れた古い，寂れた安酒場に設定されている D 酒場の主人コーネリウ
ス・メロデイ (Cornelius Melody ，通称コン)は 40 歳代半ばであり，アイ
ルランド移民である。彼は少佐として戦い，輝いていた過去の自分と現在
の自分というこ面性の間で揺れ動いている D 登場人物たちはメロデイのイ
リュージョンに深く関わっていく O メロデイの妻ノラ (Nora) は彼のイ
リュージョンを深い愛で支える D 娘サラ (Sara) はいつも父親をイリュー
ジョンの世界から現実に引き戻そうとする O そして，メロデイはヤンキ一
社会の象徴デボラ (Deborah) と対決することでイリュージョンの世界か
ら脱却して本来の自己と向き合うことになる D メロデイはイリュージョン
の世界の中に自分の栄光の姿を描き，それに身を委ねることで現実を生き
ている O これは現実からの自己防衛でもあり，無意識的な欲望の充足を表
している o
Poet には今までにない登場人物の深層心理が表れている O その理由は，
アメリカ社会におけるアイルランド移民の家族像を浮き彫りにしているか
らである D そのため当時の一般的なアイルランド移民の家族像を考察した
上で分析することが重要となる D 特に移民たちが抱く祖国への愛，民族と
しての差別，信仰への弾圧に焦点を当てなければならない。本論ではこれ
らの民族性を社会的深層構造として位置付けることによって，登場人物の
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心理を解明してゆきたい。それはアイルランドの移民としての民族性だけ
ではなく，アメリカでヤンキー社会と戦いながら再編成されたアイリッシ
ュ・アメリカンであるということである o メロデイを中心とした登場人物
たちの深層心理は，社会的表現主義から，個人的無意識層へ集合的無意識
層を介して超意識層へと幕ごとに深まっている O イリュージョンに浸った
登場人物の行動，言動はどれも複雑で多様性をもっている o その行動や言
動が各階層の深層構造を介して表われるのである o
I イリュージョンをめぐる登場人物の特徴
さらにこの作品の背景を知るためには，アイルランド移民のアメリカで
の立場を歴史から認識することは必須である。山田史郎氏の『祖国・階級
・信仰J の研究ノートにアメリカにおけるアイルランド移民についての興
味深い見解がある o 1840 年から大量に流入し始めたアイルランドからの移
民は，在来アメリカ人によって担われることのない最底辺の仕事についた
とされている。東部・中西部の都市部では建設人夫や沖仲土や不熟練工場
労働者，また中西部の田舎や西部では鉄道敷設工や鉱夫などの仕事が，ア
イルランド人移民の主な職場となった。低賃金の過酷な労働で，しかも季
節性が強いが故の頻繁な失業等不安定な雇用に苦しめられただけではな
く， 1840 年代では，在来白人が組織する労働組合はアイルランド人の参加
を拒絶することが多かった。アメリカで禁酒運動が台頭する中で，飲酒癖
の強いアイルランド人は，犯罪や貧困を広める元凶とされた。彼らは人種
としては，在来アメリカ人やイギリス系から区別される「似非白人」であ
り，むしろ黒人や中国人と同等視されることもあった。こうしたアメリカ
社会によるアイルランド人移民認識を極限まで進めたのが，ネイテイヴイ
ズムと呼ばれる反カトリック移民拝斥運動であった。専制的で反共和主義
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的なローマ・カトリック教会が，プロテスタントの約束の地アメリカを占
領しようとし，その先兵がアイルランド人移民に他ならなかった。拝斥ム
ードが高まるなかで「カトリック」と「アイルランド人」とが同義語とな
ると，プロテスタント長老派のアイルランド出身者たちは，自らを「スコ
ッチ・アイリッシュJ と呼んで、差異化しようとしたが，それに加えてカト
リック系アイルランド人の排斥に荷担するようになったと指摘されている O
野村 達郎氏の rr 民族」で読むアメリカ』ではアイルランド気質につ
いて明快な分析が成されている O アイルランド系は英語を知っており，団
結心が強かったので，次第に都市社会の中で地歩を固め，熟練工を中心と
する社会層へと上昇し始めた。彼らは警察や消防などにおいて支配的とな
り，市の行政と関係の深い建築業界に進出したのだ。しかしその上昇は比
較的ゆっくりだった。カトリックの彼らは，いつも不利な立場に置かれた。
また，マクス・ウェーパーが『プロテスタンテイズムの倫理と資本主義の
精神』で指摘したような勤勉節約の倫理とは縁遠かった。彼らは得た富を
教会に投じたし，また優秀な人材は聖職者になった。しかし親しみ深く，
機知に富み，寛大で勇敢で，酒が好きで，喧嘩早くて，歌が上手というア
イルランド人独特の気質は，アメリカの都市民衆の世界の貴重な宝となっ
た。これを読むと，知何にしてアイルランド人がアメリカ社会で自己の立
場を築いていったか理解できる O これらの気質は本論で取り上げる Poet
のメロディと彼を取り巻く仲間たちに良く表われている。
Poet の主要登場人物はメロディ家の 3 人である D 落ちぶれて安酒場を
経営しているアイルランド移民のコーネリアス・メロデイ (Corne 1i us Mel-
ody) ，その妻ノラ (Nora) と娘サラ (Sara) である D これにハーフォー
ド家の長男サイモン (Simon) が加わるが，この人物は主としてサラの口
を通して語られるだけで舞台上には最後まで現われない。メロデイ家のこ
とが他の登場人物の会話により明らかになっていく D
第 1幕でこの酒場で働くミッキー・マロイ (Mickey Maloy) とメロデ
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イの部下だ、ったジャミー・クリーガン(J amie Cregan) との会話から，メ
ロデイの父親が息子を必死に紳士に育てようと金に糸目をつけず貴族の息
子たちと付き合わせたことなどが露見される O
Maloy: You said his fa 出er wasn't of 出e quality of Galwy like he 
makes out ， but a thievin' shebn kepr who got rich by money-
lendin' and squezin' tenats and evrγmaner of 廿ic k. An d 
when he'd enough he maried ， and bought an es 回te wi 出 a pack 
of hounds and set up as one of the gen 廿y. He'd hardly got set-
tled when his wife died givin' birth to Con... .He made up his 
mind he'd bring Con up a 仕ue gentlma ， so he packed him 0旺
to Dublin to schol ， and after 出at to the Coleg with slos of 
money ωprove himself the equal of any gentleman's son. (1 85) 
一方，メロデイは周囲から成り上がり貴族であると笑われていたことを
承知していた。そこで薄笑いをしている連中から軽蔑されないようによく
決闘事件を起こしていた。挙句の果てに，貴族の夫人に言い寄り，その夫
と決闘し，射殺してしまったのだ。その後，軍人の職を追われる破目にな
ったことが分かる O この喧嘩早さからメロデイのアイルランド人としての
特質が伺える o
Cregan :τber's no lie in it. It was that brought disgrace on him in the 
end ， right after he'd ben promted to major. He got caught by 
a Spanish noble making love to his wife ， just after the ba tt1 e of
Salmnc ， and ther was a duel and Con kiled him.τbe scan-
dal was hused up but Con had to resign from the army. (186) 
その後，メロデイはアイルランドの土地を売り払い，妻ノラとまだ幼か
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った娘サラを連れて，ここ北米ボストン近くの田舎に移民としてやって来
た。父が獲得した富があったにも拘らず，本国イギリスにも止まれず，結
局自分のことを知っている人間のいない自由の国アメリカに行かざる終え
なかったのであるO メロデイは，自分がどこに属しているかを見出せない，
安住の地を見つけられない男である。
当時のアイルランド移民はアメリカに到着した時，彼らは西部に赴いて
農地を開拓するだけの資金がなく，都市に定住したと言われている。この
点から見ると，メロデイ家は当時の移民とは異なる生活である。なぜアイ
ルランド人移民がアメリカで都市生活を選んだかは，友人，家族，隣人に
密着した生活とカトリック信仰を維持したかったからであるという考え方
からである。都市に住むようになったのは，アイルランドの村で互いの家
が見える所に住み，頻繁に訪れ合う集村生活に慣れていたとされている。
このようなアイルランドの民族として民族同士のもつ共存性はメロデイに
は見当たらない。鏡の前に立つメロデイはいつもパイロンの唄「彼らと共
にいようと，その仲間ではない」を肢く O そして，仲間に向かつて次の台
詞を投げ掛ける o
Melody: In to the bar ， all of you ， wher you belong! 1 told you not to 
use this en 廿ance! (with disdainful tolerance) 1 supose it' s a fre 
drink you're after. Wel ， no one can say of me 仕lat 1 tumed 
awy anyoe 1 knew 出irsty from my dor. (208 - 209) 
自由を求めてやって来たメロデイにとってアメリカは決して安住の地で
はなかった。それは次のマロイの台詞から良く分かる。
Maloy: 官le damned Yanke gen 廿y won't let him come near them ， and 
he considers the few lrish around her to be scum benath his 
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notice. (186) 
当時のアイリッシュに対する劣等意識と，同時にアイリッシュとしての
民族のプライドを理解することができる O
また，クリーガンは少佐であったメロデイの輝かしい過去の栄光の姿を
語る o
Cregan: If you'd sen him then ， you wouldn't wonder. He was as s廿ong
as an OX ， and on a 吐lO roughbred horse ， in his uniform ， there 
wasn't a handsomer man in the army. (186) 
どこを探しても他には見当たらないような色男ぶりと英雄としてのメロデ
イの過去が浮き彫りにされる。クリーガンがメロデイの女性問題を心配す
ると，マロイも同感とばかり次の台調を述べる O
Maloy: …But once in a while there'll be some Yanke stops overnight 
wid his wife or daughter and 出en you'd laugh to se Con ， if he 
thinks she's gentry ， sidlin' up to her ， playin' the great gen t1 eman 
and makin' complients ， and 出en boasting afterward he could 
have them in bed 江he'd had a chane at it ， for all their modern 
Yanke airs. (186) 
この二人の会話から，女を垂らしこむのは未だに健在であることも明か
される o
次に，メロデイの妻ノラのことが 2 人の会話から明らかになっていく o
Maloy: Speakin' av Nora ， you nivir mentioed her last night ， but 1 
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know all about it without you teling me. ….. A sweter woman 
nevr lived. An d 1 know you know all about it. (1 86 -187) 
Cregan: ..He maried her because he'd falen in love with her ， . 
Nora was as prety a girl as you'd find in a year's 廿avel ，and 
he'd come to be biter lonely ， with no woman's company but the 
whores was helpin' him ruin the estate. Wel ， anyws ， he mar-
ried her and then went off to the war ， and left her alone in 白e
cas t1 e to have her ch i1 d， and nivir saw her again till he was sent 
home from Spain. Th en he raised what money he still was able ， 
and tok her and Sar her to Am erica wher no one would 
know him. (187) 
マロイはクリーガンの話を聞き，メロデイのノラへの愛情を知り驚く O
なぜなら，マロイは，日頃メロデイが妻ノラに冷たく接している姿を目の
当たりにしてきたからである D メロデイの妻への態度は娘サラの台詞から
も，より具体的に明らかになる。サラが母のノラに父親の不満を打ちまけ
る場面である O
Sar: (angrily) 1 might have know! 百le mare comes 五rst ，百 she takes 
the bread out of our mouths! Th e grand gen t1 eman must have his 
thorughbred to ride out in state! 
Nora: (d ゆ倒的か) Wh ere's 吐le harm? She's his greatest pride. He'd be 
heartboken if he had to sell her. 
Sar: Oh yes ， 1know wel he cares more for a horse than for us! 
・…Becaus 百he hadn't 廿le pride or love for you not to live on 
your slaving your heart out ， 1had that pride and love! (191 - 192) 
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メロデイはエリートだという自尊心を持っている男である D 虚栄心が強
く家族には貧困を強いながら雌のサラブレッドを飼っている O その馬を妻
や娘よりも大切にしている D サラは過去の栄光の幻想の中に生きる父親を
軽蔑し，そのような夫に献身的に尽くす母親のことも非難する。
Nora: (stubornly) It 's no lie. He is a gentleman. Wasn't he bom rich in 
a castle on a grand estate and educated in colege ， and wasn't he 
an oficer in the Duke of Welington's army-
Sar: 1 do hate him for the way he treats you. 1 heard him again last 
night ， raking up 出e past ， and blaming his ruin on his ha 吋ng to 
manγyou. (1 92) 
父メロデイが，母:を奴隷のように扱うことに腹を立て，娘のサラから別
れるように説得されても，ノラは夫メロデイへの愛に変わりはないことを
誓うのである O
Sar: (exasterated) It's you ought to be ashmed ， for not having more 
pride! 
N ora: 1' ve pride in my love for him! 1' ve loved him since the day 1 set 
eys on him ， and 1' 1 love him till 仕le day 1 die! (192) 
アイルランド女性のイメージは「悲しむ女性，耐える母」であると言われ
ている。それは文字通りノラの台詞に現われている。
アイリッシュとしての社会的階層構造において，ノラとメロデイの夫婦
関係は Long Day's Journey into Night (以下 Journ りと略す)で描かれたオ
ニールの両親と逆の階層であることが分かる o Journey では底辺のアイル
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ランド移民(ブラック・アイリッシュ)に属する父親とアイルランド移民
でありながら中流(レースカーテン・アイリッシュ)に属する母親と言う
ように両親の社会的階層構造は，二つの階層に分かれる O
Poet ではノラが(ブラック・アイリッシュ)に属し，メロデイは(レ
ースカーテン・アイリッシュ)に属する D さらに彼らの異なる社会的階層
構造はイリュージョンと深く関わってくる O
一家の中で一番イリュージョンに取り付かれている人物は，主のメロデ
イである D イリュージョンの中に自分の幻影を見て，夢を抱き暮す。この
幻影が彼を生かし続ける支えとなっている O 彼の衣装はおしゃれで優雅で
ある o 半島戦争 (Peninsula War) 時代にイギリス貴族が着用した古い高
価な仕立てのよい衣服を着て登場する O メロデイはイリュージョンの中に
幻影を見て，夢を抱き暮す。
メロデイは妻ノラに見下したような態度で朝の挨拶をしながら次の台詞
を述べる O
Melody: …By 出e Irnmort a1， 1 may have sunk to keping an in but at 
least I' ve a conscience in my 廿ade. 1 kep liquor a gentlman
can drin k. ..Great enough to crush Englad in the next war be 同
twen them ， whic 1 know is inevitable! Would 1 could live to 
celebrate that victory! …Th is coun 廿y - my coun 廿y，now - will 
drive the English from 出e face of 出e ear 出 their shamels 
perfidy has dishonred! (19 - 20 1) 
アイルランドにおける過去の苦しみと，アメリカで、待っていた苦難が蘇
るのである D これは多くのアイリッシュ・カトリック移民がもっ集合的無
意識の表れでもある。イギリス政府の冷酷な圧制を糾弾したのである。
イギリスを倒すことを祈るメロデイの言葉を受けて，ノラが「アイルラ
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ンド万歳! アイルランドの解放を願って! J と言うと，メロディは「ア
イルランドだ、って! アイルランドにとって，アイルランド人から解放さ
れなきゃ，何の自由があるって言うんだJ と今度はアイルランドへの軽蔑
の言葉を吐く o
メロデイの二面性，つまり過去の栄光と現在の惨めさの狭間にさ迷う姿
が伺える O 孤立したメロデイにとってノラは唯一の味方である o しかし，
ノラがいつまで、たってもアイルランド説りしか話せないことに苛立ち，彼
女の無学であることを馬鹿にする。
Melody: Yet 1仕ied my best to educate you ， after we came to Am erica-
until 1 saw it was hopeles. 
N ora: You did ， surely. An d 1廿ied ，ω0，but-
Melody: You won't evn cure yourse If of 也at damned peasn t' s brogue. 
An d your daughter is becoming as bad. (20 1) 
メロデイは自分の考えに閉じ込もって，アメリカ社会に馴染めないノラ
を罵倒する。そう言いながら，ノラの優しい眼差しに再び心を打たれ反省
し許しを願う。そして，片手でノラの身体を抱いてキスをしようとするが，
突然気分が変わって顔を墾める O 今度は，嫌悪の感情を爆発させる D ノラ
を引き離して突き放しながら，次の台調を投げかける o 過去に執着して現
実を直視できないメロデイの不安定な精神状況が理解できる場面である。
Melody: For God's sake ， why don't you wash your hair? It tums my 
stomach wi 出 its stink of onions and stew! 
Nora: 1 do be washin' it often to plaze you. But when you're standin' 
over 也e stove all day ， you can't help - (202) 
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一人になると，イリュージョンに浸かり自分を取り戻すためにメロデイ
は「鏡」の前に立つ。彼を幻想の世界に引き戻してくれるのは真紅の「英
国軍の軍服」と同様， r鏡」も重要な道具となっている D この事は次のト
ガキからも明らかである。
Melody drains his dri 倣 . Th en he gets up and pαces bαck and forth ， his 
hands clasped beh 仇d him. Th e third drink begins to work and his face be-
comes arogantly se lf- asured. He catches his reflection in the miror on the 
wal at left and stops bゆre it. He brushes a sleeve fastidiously ， adjusts the 
set of his coat ，αnd surveys himse lf. (202) 
Melody: Th ank God ， 1 still bear the unmistakble stamp of an oficer 
and a gentleman. An d so 1 will remain to the end ， in spite of all 
fate can do to crush my spirit! (202) 
そんな父親をイリュージョンから引き戻す役目をするのは娘のサラである D
サラは軽蔑の目でメロデイを見詰める。
Sar: God help you ， it must be a wonderful thing to live in a fairy tale 
wher only dreams are real to you. …Father! Wi ll you nevr let 
yourself wake up-not evn now when you're sober ， or nearly? Is it 
stark mad you've gone ， so you can't tell any more what's dea and 
a lie ， and what's 由e living 廿uth? (207) 
サラは，イリュージョンに酔いしれているメロディを現実に引き戻そう
とする O 反対にメロデイのイリュージョンを支えるのは妻のノラであるO
どんなに冷たくメロデイが接してもノラはいつも耐え忍んでいる o それは
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次の台調からも明らかである O
Nora: Forgt what? 
Melody: 百le aniversary of Ta1 avera! 
Nora: Oh ， ain't 1 stupid not to remb. 
Melody: 1 had forgoten myself and no wonder. It 's a far cry from this 
dungh i11 on whic 1 rot to 出at glorious day when the Duke of 
Welington- Lo rd We1esley ， then-di me the honr before a11 
the army to comend my bravery. A far cry ， inded! It would 
be beter to forget! 
Nora: (ralying him) No ， no ， you mustn' t. You've nevr mised celebrat-
in' it and you won't today. 1' 1 have a speci a1 diner for you like 
1' ve always had. (20) 
メロディは偽りの自己と，真の自己という二面性の間で揺れ動いている O
彼のイリュージョンを現在の現実の中で支え続ける妻ノラ，過去のメロデ
イを知るクレイガンD 反対にイリュージョンから現実に引き戻そうとする
娘サラ D アイルランド系移民としてアメリカで生きるメロデイ一家に取り
イ寸いたイリュージョンは，ハーフォードというニュー・イングランドの旧
家(ヤンキー貴族)の対立へと発展してゆくことになる O
E イリユ}ジョンにおける社会的表現主義
演劇における表現主義の定義に「人聞が人間に対して爆発する」という
有名な言葉がある。これは具体的に言えば，人間と人間のぶつかり合い，
人間関係を中心として自分を押し出す自己表現のドラマということである。
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ここで簡単に表現主義の特徴を列挙する口
まず，病的な性格が表現主義の源となっているものである O これはドイ
ツの表現主義の源流にウィーンを中心としたフロイト心理学の影響が色濃
く渉んでいるためである D そして病的な表現を個人的心理として捉えよう
としている O たとえば，グロテスクな表現を用いて，ブラック・ユーモア
をふんだんに使い，さらに人間の性格における強さと弱さの二面を大きな
コントラストとして用いているのである D
次に，人間の内面を駆り立てるような人間の魂の叫ぴ，あるいは心の叫
ぴを何らかの形で表そうとしている。その表現方法は，特に主人公の様々
な感情をよりはっきり表現するために，性格描写を細かく砕いて表すとい
う方法を使ったのである D
メロデイとサラが最初に顔を合わせる場面である O サラは青い色のドレ
スを着て，メロディを軽蔑の目で見つめ立ち止まる。サラはメロデイがサ
ラブレッドの餌代を払ったことに痛烈な一撃を加える O 怒りとも取れる叫
ぴを一番身近な人間に向かつて爆発させている。表現主義の特徴である「自
己主張」を表現している。
Melody: Ah， it's you ， my de 訂 .
Sar: ....1 have to beg Ne i1 an to give us ano 血er month's credit ， be 周
cause you made Mother pay the fed bill for your :fi ne 白orugh-
bred m 訂 e!
1 hope you saw something in the miror you could admire! (203) 
Melody: Every day you resmble your mother more ， as she loked 
when 1 :fi rst knew her. 
Sar: Musha ， but it's you have the blarneyin' tongue ， God forgive you! 
Melody: (J n spite 01 himse l/， 幼is gets under his skin-angrily) Be quiet! 
How dare you talk to me like a comon ， ignoran t- You're my 
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daughter ， damn you. (204) 
メロデイの仲間たち，ダン・ロッシュ (Dan Roche) ，パデイ・オダウ
ド (Pady u'Dowd) ，パッチ・ライリー (Patch Ri ley) の 3 人が最初に舞
台に登場する場面である o 非常にはっきりとグロテスクに描かれているだ
けではなく，コミック的効果がある口
Dan Roche is midle-aged ， squ αt， bo ωleged ，ωith a po めel ，かαnd short 
arms lumpy with muscle. His lace is flat ωith a big mouth ， protruding eαrs ， 
and red -r imed little pなき eyes. Pady Q'Dowd is thin ， round-shouldered ， 
fl， αt-chested ， with a PimPly comPlexion ， bulgy のles ，αnd αdropy mouth. 
Patch Ru< り is an old man ωith a thatch 01 di のωhite hair. His skiny bo の
おclothed in rags and there is nothing ωder his tattered coat but his bare 
skin. His mouth is sunken in ， toothless. (207) 
サイモンがサラの手にキスさえ出来ないことを，ノラがメロデイに伝え
た時，メロデイは軽蔑するように「ヤンキーの奴ら，何も出来ゃしない。
野暮天だとj はっきりヤンキー貴族への不満を叫ぶ。
第 2 幕メロデイの再登場の場面。メロディは，鏡に引き寄せられるよう
に立つ。好きなパイロンの詩を鏡に写った自分の姿を見ながら“Childe
Harold" を朗唱する O
「俺は奴らの中の一人じゃないんだ」には人間の内面を駆り立てるよう
な魂の叫ぴ，あるいは心の叫ぴ， r自己主張」を表現している。
“1 have not loved 吐le World ， nor the World me ; 
1 have not flatered its rank breath ， nor bowed 
To its idola 仕ies a patient kne ， 
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N or coined my chek to smiles ， -nor cried aloud 
In worship of an echo: in the crowd 
τbey could not dem me one of such-I stod 
Am ong them ， but not of them." (203) 
イリュージョンに酔いしれているところにサイモンの母親デボラがやっ
て来る O
デボラの手に自分の手を置き，情熱的にデボラの目を見詰める
Melody: 1 am a por fol ， Madm. 1 would be both wiser and hapier 江
1 could reconcile myself to being the proprietor of a tawdry tav-
ern ， if 1 could abjure pride and forget the pas t. Today of all days 
it is hard to forget ， for it is the aniversary of the batle of Ta-
lavera. 百le most meorabl day of my life ， Madme. …No! 1 
take my oath by the living God ， 1would charge a squ 訂 e of Na 同
poleon's Old Guard singlehande for one kis of your lips. 
Deborah: Pah! You rek of whisky! You are drunk ，sir! You are insolent 
and disgusting! (217 - 218) 
デボラから，恥辱を受けたことによってメロデイはプライドを傷つけら
れる D そして，自分自身の存在価値さえ無視されたように思うのである O
これが，アイリッシュとハーフォードというニュー・イングランドの旧家
との対立へと発展する要因となる D メロディは「くそ! あのパカ女，ヤ
ンキーのなり上がり女・. J と叫ぶのである D 表現主義は前述したように
人間と人間のぶつかり合い，自分を押し出す自己表現のドラマである O ヤ
ンキ一社会に受け入れられなかった屈辱から生まれた心の叫ぴは，自己の
存在価値を示すための彼の意思を現わしている。
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E イリユ}ジョンにおける自己矛盾の重層構造
メロデイがイリュージョンに自己陶酔するために必要な象徴的なものを，
サラは悉く否定する o それらは「タラヴェラの記念日 j，r真紅の英国軍の
軍服j，r過去の栄光の姿を映し出す鏡j，そして「サラブレッドの雌馬」
である o 次の台詞は，サラのメロデイのイリュージョンの世界に対する「抵
抗J と「反発J を表現したものである。
Sar: (Her face hardens.) Oh. It 's the anivers 出y of T a1 avera ， is it? Wel ， 
1 know what 也at means- great day for the spongers and a bad 
day for this inn! 
Melody: (coldly) 1 don't understand you. Of course 1 shal honr 出e oc-
cas lO n. 
Sar: 1 supose you've given orders to por Mother to cok a grand 
feast for you ， as us a1， and you'l wear your beautiful unifo 口n，and 
1' 1 have the honr of wai 出19 on table. …But what do you care 
about 也at ，as long as you and your 曲le 吐lO roughbr 吋 mare can 
live in s句rle! (210 - 21) 
母ノラから父への非難を止めるように説得されても，娘サラのメロデイ
への反発は止らない。サラ「鏡で自分の顔を見たらいいわ。鏡が大好きな
んだから。 ・・・」メロデイが幻想に浸る象徴的な道具の一つである鏡を
全面的に否定する言葉である o
これらの言葉を投げ掛けられたメロデイは急所を突かれたかのように怯
んでしまう o
サラはメロデイに反発しているが，メロデイは父親として娘の幸せを考
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えている D メロディはノラに支えられながらイリュージョンの世界で生き
ている O そしてお互いがアイリッシュという社会的階層構造の相互関係を
共有している。しかし 2人ともサラにはアイリッシュ・アメリカンとし
てアメリカ社会で生き抜いてほしいと願っているのである D メロデイはサ
ラがサイモンと結婚することには賛成である。娘の支度金の額について話
し合う必要があるとまで言い出す。実際，当時結婚に対しての持参金制度
にもとづく縁組婚システムはアイルランドの家族形態にも見られたようで
ある O お金がなくともメロデイは娘のサラに持参金を持たせようとする。
Nora: Yes ， she'll be hapy because she 10ves him dear1y ， a 10t more 
than she admits. An d it'll give her a chane to rise in the wo r1 d. 
Me10dy: 1 desire that as much as you do ， N ora. I' m done-finshed-no 
釦加re but the pas t. But my daughter has the 10ks ，社le brains-
ambiton ， youth-se can go far. (213) 
メロデイは，過去つまりイリュージョンの中で生きることしかできない
ことを告白したにも関わらず，メロデイはサラに未来に向かつて生きてほ
しいと主張する D 過去と切り離すことが出来ず，未来へ踏み出すことも出
来ないでいるメロデイの「自己矛盾」の表れでもある O
メロディとノラはアイリッシュ・アメリカンとしての強い民族意識とプ
ライドを持っている O そのために，ヤンキー貴族の代表のような存在デボ
ラとの対立も理解できる。デボラの息子サイモンは病の身でサラが看護を
している D やがて，二人は愛し合うようになる O サイモンを訪ねて，母親
のデボラがやって来る O デボラはハーフォード家の由緒ある歴史をサラに
話かける O デボラ自身も過去のハーフォード家の歴史に埋没することによ
って生きている O サラはデボラが息子サイモンと自分との結婚に積極的で
ないことを感じている O 結婚するぐらいならサイモンに死んで、貰った方が
. . 
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ましだと d思っていると，デボラの本心を母親ノラに打ち明ける o これはデ
ボラの息子サイモンへの無意識の深層を示している口デ、ボラは「母性元量」
のグレ}トマザーとダークマザーの象徴としての存在である。
Poet の続編 More Stately Mansions (以下 Mansions と略す)ではサイモ
ンの妻となるサラとデボラがサイモンを挟んで相克を繰り返すということ
になる o Poet でのサラとの戦いはその序幕と言えるものであろう o 幕が
深まるにつれて，メロデイ家とデボラとの対立がアイリッシュとヤンキ}
貴族との対立へと拡大して行く O デボラは最終幕でメロデイがイリュージ
ョンを超越するために深く関わることになる o
第 3幕が始まると，メロデイの仲間が集まってくる o 皆，アイリッシュ
である o メロデイはテーブルの中央に座る o 彼らの共通点はイリュージョ
ンに取り付かれ，イリュージ、ヨンの世界の中でしか生きていけない人々と
言えるであろう。皆，幻影に酔っているのである。この光景は lceman の
酒場の場面と似ている。 lcem 仰に登場する人達もパイプ・ドリームの中
に自分の幻影を見て，夢を抱き暮す。この幻影，夢が，彼らを生かし続け
る支えともなっている o メロデイは皆から男の中の男だとか，紳士の中の
紳士，少佐殿と奉り上げられる O メロデイは寂れた酒場の主人であること
を忘れ，過去の幻影に酔いしれている口完全にイリュージョンの世界にメ
ロデイは自己陶酔している O
酒に酔った父のために給仕女の役を務めるサラの表情には屈辱の色が見
える D メロデイが現実の姿を見る勇気がもてないことを軽蔑している o
メロデイのイリュージョンを何とか破壊しようとするサラに対して，メ
ロディも怒りをもって「サイモンを誘惑して妊娠したら，結婚を許してや
る」と父親らしくない言葉を浴びせる D メロデイにはますます不安が付き
纏い，その後 1， 2幕での時と同様，再ぴ倣慢なバイロンのポーズを取り
鏡の前で自分を取り戻そうとする o 鏡の中の自分と「自己調整」を計ろう
としている o
56 
そこにハーフォード家のお抱え弁護士ギャズピー (Gadsby) が入って
くる o f30 ドルの手切れ金を出すから，サラはサイモンとの関係を今後
一切断ち，メロデイ一家はこの土地を立ち退くこと」というハーフォード
家の申し出を伝える。いよいよ，ハーフォードというニュー・イングラン
ドの旧家との対立構造が見えてくる O メロデイはプライドをずたずたにさ
れ胸が張り裂けそうになる。メロデイは「このヤンキーの姐虫め!お前を
始末してやる」と言い放ち，ギャズピーの顔を殴ろうとする O その時，サ
ラは父親の腕を掴み，ヤンキ一貴族の手下のために誇りを汚すのかと目に
涙を浮かべ止めようとする O
酒場にいたメロデイの仲間たちとギャズピーを椅子から引きづり，叩き
出す。娘の結婚を望んで、いたメロデイであったが，ヤンキーから受けた強
い屈辱によって一変したのである O 社会的階層構造のアイリッシュとして
の誇りが蘇る D サイモンと結婚すると言い放つサラに「お前には誇りはな
いのか」と怒り狂う D メロディは，ついにハーフォードと決闘することを
決意する O 抑え難い怒りをもち，息巻いてクレイガンを従えて飛び出して
行く。
最終幕では，心配のあまり精根尽き果てたノラが一人，夫を待ち続けて
いる D マロイが一生懸命ノラを慰めている o 二人の会話からヤンキーに対
して軽蔑的な気持ちを抱いているのが良く分かる O マロイと一緒にノラも
アイリッシュとしてヤンキ一貴族への怒りを爆発させる o これ程の怒りは
今までのノラには見られない。
そこへ，二階からサラが降りて来る。素足で髪は解け，顔にはうっとり
と夢見るような表情を浮かべている D 次のサラの様子を表わしたト書きか
ら，サイモンと結ぼれたことが推察できる。
Th ere is a change in her. Al the bitterness and d折ance hαve dis 砂'Peared
jケom her face. It looks gentle and calm and at the same time dreamily 
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hα :ppy and exultl ωt. She is much prettier than she has ever ben bゆre.
(25) 
サラはアイルランド人がもっ共通の民族意識にも反発し，アメリカ人と
しての意識も自覚できないで、いる。アイリッシュ・アメリカンとして生き
るために，彼女にはサイモンが必要なのである D サイモンにユング的「補
償作用」として安住する場所を見出そうとしたと言える口
Sar: Joy.τ b. at' s what's come over me. I' m hapy ， Mother. I' m hapy 
because I know now Simon is mine ， and no one can evr take him 
企om me..and he said he loved me and asked me to m 紅巧T him 
也e 宣rst day we could. Wi thout knowig how 社 hapend ，there I 
was wi 出 his 副 首lS 町 ound me and mine around him and his lips on 
my lips and it was heavn ， Mother. (258 - 260) 
次のサラの台調にサイモンとの愛が約束されたことが分かる。
Sar: …Simon said no one could evr come betwn us and his 
mother would nevr 廿y 加， now she knew he loved me ， whic was 
what she came over 加血1d ou t. (260) 
フロイトの対立と，ユングの「補償作用」を通して自我の自己実現とし
て自己を確立することがフロイトとユングの結合なのである O 次のサラの
言葉からフロイトとユングの結合の証しであることが分かる o
Sar: .. .An d I told him nevr mind ，也at 江we had to live in a hut ， or 
slep in 吐1e gras of a field without a rof to our heads ， and work 
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our hands to the bone ， or starve itself ， I' d be in heavn and sing 
with 出e joy of our love!..So 1 kised him and said all 1 wanted in 
life was his love ， and whatevr meant hapines to him would be 
my only ambi 甘on. (260 - 261) 
一方，ノラはハーフォードのヤンキーを罵り，夫メロデイの勝利を祈っ
ている o やはり社会的階層構造のアイリッシュとしてメロディとの深い共
通の意識が読み取れる D
Nora: ..An d it' s my honr ， to! It' s not for his sake at a11! Divil mend 
him ， he a1 ways prates as 百he had all the honr ther is ， but I' ve 
mine ， to ， as proud as his. (257) 
サイモンの母デボラや弁護士ギャッピーの言動に怒りを抑えられず，ハ
ーフォード家に復讐のために向かったメロデイがクリーガンに体を支えら
れて帰ってくる。二人とも傷だらけ，特にメロデイの目は空ろで，真紅の
軍服は泥だらけ生命の光を失っている o 歯牙にもかけられず，召し使い達
と乱闘の末，駆け付けた警官に逮捕され，結局，富豪ハーフォードの力に
より釈放されてすごすごと引き上げてきたのである O
次のノラとサラ母子の会話から，アイリッシュとしてのそれぞれのアイ
デンティティーが読み取れる O
Nora: (enthusiasticaly) God for you ， Con darlin'! 
Sar: (humiliatedly) Mo 仕ler! Don't! (to Melody'wi 出 bi 甘ng scorn) 官le
famous duelist - in a drunke brawl wi 由 bu t1 ers and coahmen! 
Nora: (角 trious か) A汀 ah ，出e dirty cowards! Al ways t品0' sides with the 
rich Yanks against 廿le por lrish! (26) 
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ノラにはアイリッシュに対する劣等意識と，同時にアイリッシュとして
の民族としてのプライドが見られる o メロデイは呆然としたまま，突然独
り言を言う o
Melody: Bravely done ， Major Melody!τne Comander of 血e Forces 
honrs your exception a1 ga11 an 句r! Lik e 也e glorious field of Ta-
lavera! ….wi 也出at pale Yanke bitch watching 企om a windo ， 
snering wi 血 disgust! (267) 
メロデイを冷ややかに見下したデボラの目を通して，メロデイは自己の
本来の姿を認識することになる。彼のイリュージョンの世界を破壊したの
はサラではなく，ヤンキー貴族の象徴のデボラであった。このデボラの目
はオニールの表現主義的作品であると言われている Th e Hai: η Ate に登場
するミルドレッドの目を思い出させる o Th e Hairy Ate の第 2 場で鉄鋼王
の大富豪の孫娘ミルドレッドとヤンクが始めて出会う場面がある o ヤンク
は彼女のことを「白い幽霊」と呼ぶ。なぜなら，彼女は白ずくめの服装を
しているからである。石炭で汚れた「黒」のヤンクは原始を象徴し， r白」
のミルドレッドは文明を象徴していると言えるだろう o この対照的な二人
が第 3場において衝突することになる D 上流社会の生活に退屈したミルド
レッドが伯母の反対を押し切って機関室に入って来る o 彼女はヤンクの真
後ろに立ち，彼女はヤンクのゴリラのような顔を見て，低い窒息するよう
な叫び声を発して，両手で眼を被い，そしてヤンクに向かつて次のような
台詞を述べ気絶するO
M i1 dre: Take me awy! Oh ，仕le 宣lthy beast! 
The Hai ηIAte Scen 吐re
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この言葉を聞いたヤンクは，ミルドレッドの姿を通して文明に反発する
ようになり，次のヤンクの台詞から彼の反発心は明らかなものとなる O
Yank: 1 se yuh ， all in white! 1 se yuh ， yuh white 四faced 旬rt ，yuh! Hairy 
Ape ， hu? 1' 1 hairy ape yuh! Th e Hairy Ate Scen Five 
ミルドレッドが彼のことを毛猿と呼んだ訳ではないのに，強烈なまでに
彼のプライドは傷つけられ，自分自身の存在価値さえ無視されたものと理
解される。そしてヤンクは激怒し，このことがきっかけとなり，反社会的
な反抗的な行動に移っていくことになった。ヤンクは結局，完全に疎外さ
れ belong することができなくなってゆく o
屈辱的に見下されたにも拘わらず，メロデイの結末はヤンクの結末とは
異なる O メロデイが本来の自己を取り戻したのは，オニールの心情からも
推察できるであろう o オニールが若い頃から晩年に至るまでさまざまな精
神的，思想的遍歴を重ねてきたことは言うまでもない。彼自身， r一時は
活発な社会主義者であったし，その後は哲学的アナーキストで、あった」と
述べている O ゆえに，さ迷う荒廃した精神から脱却しようとしたのであろ
つ。
メロデイが自己を取り戻したことは，オニールのアイリッシュとしての
アイデンティティーへの目覚めと言えるのではないだろうかD
メロデイはノラの手を振り払い出て行く O その直後，彼は愛するイリュ
ージョンの象徴であるサラブレッドをピストルで射殺する口馬の死と共に，
イリュージョンの中のメロデイ少佐も死ぬこととなる。
Melody: But he's dea now ， and his last bit av lyin' pride is rnurtherd 
ands 出lkin'. .… He rneant to ki11 her first wid one pistol ， and 
出en hirnself wid the other. But faix ， he saw the shot 出at ki1ed 
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her had finished him ， too. 百lere wasn't much pride le 立in 血e
auld lunatic ， anyw ， and seing her die made an end av him. 
(273) 
彼は偽りの象徴であったサラブレッドを殺したことで古い自分との訣別を
図ったのである。
Melody: …But 1' 1 be content to stay meslf in the proper station 1 was 
bom to ，企om this day on. ・…Me head? Faix ， it was nivir so 
clear while the Major lived to to 口凶nt me ， makin' me tell mad 
lies to excuse his devilments. An d 1 ain't tired a bi t. 1' m 仕esh as 
a man new bom. (274- 27) 
ついにイリュージョンの世界からの脱却を成し得たのである D この台詞か
ら，ニーチェの「死と再生」を読み取ることができる O
メロディは娘サラにもアイリッシュとしての自覚に目覚めよと言う o
Melody: Rember the blod in your veins and be your grandfa 出er's
廿ue descnde t. (274) 
サラは威厳と上品さがなくなり下品，俗っぽい父の姿に失望し，以前の
姿に戻って欲しいと懇願する O あれ程，幻想の中にいた父親を憎んでいた
サラが，悲しく絶望的な目でメロデイを見詰めている O
メロデイは他の人間とは別であるというエリート意識をもって生きて来
た。その彼が，終に，アイリッシュ系の仲間が待つ酒場への扉の方に行き
始める D 娘サラはメロデイを必死に引き止めようとする o
62 
Sar: Please! Oh ， Father ， 1 can't be ar- Won't you be yourself again? … 
Fathe r! Don't go 加 wi 出世lO se dl1 nke scum! Don't let 廿lem hear 
and se you! (27) 
「イリュージョンはエディプス・コンブレクスに起源を有している o … 
イリュージョンの働きとは父親の似姿を神として現実に措定することであ
る」と述べられている O
サラのもつイリュージョンには，父へのエレクトラ・コンブレクスが根
底にあったことが分かる O しかし，昔の父に戻るように説得しても，彼は
もう相手にはしない。メロディとサラの聞には常に行き違いが生じている O
Melody: …1' m not the Major who was to much of a gin t1 eman to lay 
hand on you. Faix ， 1' 1 give you a box on the ear that' l1 teach 
you respect ， if ye kape on trying to raise 仕le dead! (27) 
メロデイは完全にイリュージョンから抜け出し自立に向かつて歩み出し
ている O メロデイは，自己矛盾を起こしながら，いつも鏡の前に立ち，真
紅の軍服に身を包み，パイロンの詩を愛唱していた。鏡に映し出されたイ
リュージョンの自己と同一化し，それに惚れ込むことにより「自己正当化」
をしていたのである D
ヤンキ一貴族との対立は A Mon for the Misbegoten (以下 Mon と略
す)にも描かれている口 Mon に登場するフィル・ホーガンは， 25 年間ア
メリカの大地を耕し続けた小作人である O 文字通り，底辺のアイルランド
移民(ブラック・アイリッシュ)に属する人物である O 同じブラック・ア
イリッシュに属する人物として，女主人公であるホーガンの娘ジョージ・
ホーガンが登場する O 彼らと同じアイルランド移民でありながら，底辺の
アイルランド移民(ブラック・アイリッシュ)に属する父親と，アイルラ
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ンド移民でありながら中流(レースカ}テン・アイリッシュ)に属する母
親を両親にもったジ、ェイムズ・テイローンが主要な登場人物である o アメ
リカに対する対立をホーガンは言動や行動で示す。それは，隣地に住む百
万長者の T. ステッドマン・ハーダーが訪ねてくる場面である。ハーダー
は成金石油業者の息子で40 歳に近いが，親譲りの財産で苦労も知らず，冒
険心もなく，人生の欲望もないといった男である。トガキの彼の容貌を見
てもよく分かる。
普段は自信に満ちた態度で自分の優位を他人に認めさせているが，相手
が自分とは世界の違う人聞になると，いやに横柄で不安げな様子になる D
彼の服装は見事に仕立てられたイギリス製のツイードの上着，うね織りの
乗馬ズボン，ピカピカに磨いたイギリス製の拍車っきの乗馬靴，そして手
には鞭を持っている o (第 1幕)
この人物はヤンキー貴族としてJourney にも登場するが，直接争う場面
はない。話題として家族の中で語られるだけである o Mon は，アイルラ
ンド移民対ヤンキ}貴族との対立を赤裸々に描いている。次の場面はその
象徴的な場面である O
ハーダー来訪の発端はこうである O ホーガン家の豚小屋に程近い所に，
ハーダー家のアイスポンド(氷を作るための池)があるのだが，池近くの
柵が何度修理しても壊れ，結果豚たちの格好の「お散歩」コースとなり，
夏に飲む氷水に豚の味がして我慢ならないという訳で，ハーダーはその文
句を言いに来たのだ。
ホ}ガン親子が経験から割り出した口論の戦術とは，相手の攻撃にすぐ
さま応じ，絶対に反撃の機会を与えないことである O 彼らはまた，上手く
調子を整えながらペ}スを変化させて相手を幻惑し，耳障りな叫びから，
不意に，小声で打ち明けるような罵倒に移るといったこともやる o しかも，
，$
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アイルランド説りを態と誇張して，敵を一層混乱させるのである。アイル
ランド特有の多弁さで，相手を言い負かそうとしているのだ口
Harde: (determined to be authoritative and coma ηd restect-cu1 すか) Ar e 
you Hogan? 
Horan: (insultin め，) 1 am Mister Ph i1 p Hogan-t a gen t1 eman. 
Josie: (g lares at Harder) wher's your maners ， you spindle~shanked 
jockey? Wer you brought up in a stable? (85) 
ホーガンは太股を叩きながら，大声を張り上げて笑い出す。ジョージー
も彼に合わせて，げらげら笑う O 笑いながら 2人は，こういう芝居がかっ
た悪ふざけが，ハーダーを当惑させているのを観察している o Journey ， 
Mon では貴族との対立は描かれているが，むしろ，アイルランド移民と
して共通に抱く悲哀さ，労苦の足跡が渉み出ていることが伺える o Poet 
では，最初からヤンキー貴族に属するサイモンをサラが介抱するという設
定にしたことからも分かるように，ヤンキ一貴族とアイリッシュの聞に変
化が現われているO 対立を起こしながら， r統一」をしようとしている O
Poet の続編であると言われている Mansions の主要な登場人物はサイモン
とその妻サラ，サイモンの母デボラの 3 人である。サイモンを挟んで妻と
母親が激しい相克を繰り返し，最後にサラが勝つという結末である。これ
はアイリッシュのサラがヤンキ一貴族に勝利するというヤンキーの凋落が
描かれているO オニールがアイリッシュ・アメリカンとして真実の自分を
見出した姿を意味するものではないだろうか。
イリュージョンから脱却したメロデイは，以前のような愛情のない夫で
はない口妻ノラへの態度が一変していることが次の台詞からもよく分かる。
Melody: Sure ，廿lere's divil a more loyal wife in the whole wo r1 d-an 1 
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love you. 
….You have beau 他 1 hair ， God bles you! An d don't rem-
ber what the Major used to te l1 you. 百le gintleman's sners he 
put on is buried wi 血 him. 1' 1 be a real husband 加 you. (276) 
破れた軍服で道化のように仲間と歌い，踊り出す。
妻ノラはいつもと変わらぬ愛情でメロデイを包み込む。アイルランドの
貧農の出身のノラにとっては階級の違うメロデイは永遠の憧れの人でもあ
った。それ以上に母性にも似た愛を夫に示そうとする O ノラは Mon に登
場するジョージーとよく似ている o ティローンの母の死後，救いを求めて
ジョージーの元にやって来る時の場面から，ジョージーは自己を犠牲にす
ることによって，他者を救う女f生へと移り変わっていく o
この点において，オニール劇にはあまり見られないタイプのヒロインと
言える o Judith E.Barlow の「オニ}ル劇では，男性を母親として愛する
ことが出来る女性にのみヒロインとしての価値が与えられる」という見解
からも明白で、ある o
ジョージーが我が子をあやす母親のような優しさを込めて，次のような
台詞をテイローンに投げ掛ける。
Josie: Come her to me ， you great fol ， and stop your silly blather. 
官lere's nothing ωhate you for.τne's nothing 加 forgive. Sure ， 1
was only 岡市19 to give you hapines ， because 1 love you. 1' m 
sory 1 was so stupid and didn't se-But 1 se now ， and you' l1曲 ld
1 have all 仕le love you ned. (927) 
ジョージーは，彼を抱き締めて接吻する。彼女の接吻には情熱が箆もっ
ているが，それは優しく我が子を守る母親の情熱である o ジョージーは「母
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なる大地J r聖母マリアJ rグレートマザーJ として昇華して行く o
ジョージーのテイローンへの気持ちと，ノラがいつもメロデイに抱いて
いた気持ちが同様であることが分かるO
次の台調は，ノラがメロデイへの変わらぬ愛を誓う場面である o メロデ
ィはノラの献身的な愛情によって支えられているのである D
N ora: (p rou d. か)加 d 1' 1 play any game he likes and give him love in it. 
Haven't 1 always? (She smiles.) Sure ， 1have no pride at a1-except 
仕la t. (280) 
ノラは，オニールが好んで、描いてきた「聖なる母J，rグレートマザー」
のようなイメージをもっ象徴的な女性であることは明白で、ある。
最後に，娘サラは母ノラの愛情の深さに心を打たれて尊敬の眼差しを向
ける。そして，ノラの示す母性がサラにも受け継がれて行くこととなる o
Poet の続編 Mansions の最後の場面で，サラがサイモンに母親のように
優しく語りかける場面がある o これはサラのアイデンティティーの表れと
も言える。
Sar: (with αβerce ， pasion αte possessiv tendernes) Yes ， 1' 1 be your 
mo 由民 to ，now ， and yo 町 peac and hapines and a11 you' l1 evr 
ned in 町'e! (547) 
メロディ家の人々はアイリッシュ・アメリカンとして自己矛盾，自己否
定を繰り返しながら，真実のアイデンティティーを見出したと言えるであ
ろう O
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結論
Poet と真のテーマが同じと言われる lceman は，オニールがほぼ同時期
に書いたものである o Iceman の舞台設定は1912 年の初夏となっている O
舞台となったのは Hary Hope の酒場兼下宿であり，オニ}ルが若い頃殆
ど通いつめ，下宿したこともある場所である O 当時のオニールは自殺未遂
を起こし，最初の妻との離婚，サナトリウムでの療養生活と彼の人生の中
でも最も悲惨な時と言えるであろう o なぜ，この時期に設定したのか。こ
の舞台に登場する人々は彼の青春時代，特に彼が絶望的で自虐的であった
時に知り合った人々である o ここには過去の栄光と明日への夢に鎚りっき
酒に酔いしれている人生の敗北者になろうとしている人々が集まっている o
オニールは30 年という期間を経て，自己の精神の原点とも言えるあの頃に
思いを a馳せたかったのかもしれない。
Iceman には自伝的要素が多く見られることは言うまでもない。オニー
ル自身，ある意味ではパイプドリームに鎚りついて生き抜いてきたようだ。
何とかそこから脱却しようと，腕き苦しみ劇作品を書き続けてきたように
も見える o オニールは舞台上に幻影，幻想，空虚的な世界を創り出すこと
で微妙な心理的葛藤を巧みに描こうとした D 現実の醜さを隠してくれる
「霧」などもオニール劇には欠かせないものである o ]ourn りでエドモンド
が語っているように「霧の中にいたかった，僕は。…僕はこいつが欲しか
ったんだ，僕は一真実が真実でなく，人生が自分自身の眼から自分を包み
隠していられる別世界-J エドマンドが言うように，たとえほんの一瞬で
はあっても，霧の世界では真実が真実でなくなり， r人生から身を隠すこ
とができる」のである o メアリーも霧について「霧が大好き o 霧は私を世
界から隠してくれるし，私から世界を隠してくれるO 何もかもすっかり変
えて見違えるようにしてくれる」霧はメアリーとエドモンドにとって，自
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分を外の世界から隠蔽してくれるものとして捉えられている。
Poet のイリュージョンもメロデイにとっては過去の栄光に浸ることが
できるもの，文字通り，身を隠し，見違えるようにしてくれるものである。
それを支えるノラ，それを破壊しようとしながら，そこへ戻そうとするサ
ラD イリュージョンを軸に，メロデイ，ノラ，サラの深層心理の分析に焦
点をあてて考察した。彼らの深層心理は，社会的表現主義から，個人的無
意識層へ集合的無意識層を介して超意識層へと幕ごとに深まっているので
ある o そして，イリュージョンはそれぞれの階層の自己矛盾，自己否定な
どを媒介として，日常的な行動，言動に表れる O
イリュージョンに浸った登場人物の行動，言動はどれも複雑で、多様性を
もっている。なぜなら，そのイリュージョンの根底には社会的階層構造の
アイリッシュとしての民族の血が流れているからである o
オニールは息子のユージン・ジ、ユニアに次のように語ったと言われてい
るo I私のことは何よりも説き明かすのは，私がアイルランド系だという
ことだ。奇妙なことに，私と私の作品を説き明かそうと書く人達が皆それ
を見逃していることだ」オニール自身，アイルランドとしての家系を重視
していることはこの言葉からも明白である D
メロデイのイリュージョンからの脱却は真実の自己を見出した「再生」
を意味すると言えるだろう。そして，Poet の続編 Mα nsions ではサラとサ
イモンが結婚することによって，アイルランド移民とヤンキー貴族の血統
が結ぼれることになり，新たな葛藤を生じることになる O しかし，最終的
に，サラ(アイルランド移民)とデボラ(ヤンキー貴族)の対立はサラの
勝利に終わっている o Poet のテーマが， I死」ではなく「愛」であるとい
うRal eigh の言葉がある o 1c eman で描かれた「死」が， I愛」へと移り変
わったのは，オニール自身のアイルランド人としての執念と誇りを見る思
いがする。
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